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ご相談は無料です。お気軽にご相談下さい。

借入金でアパート・マンション建設をすると相続税を安くするこ

とができます。

ただし、アパート・マンション建設を行うにあたっては、事前に

専門家へ相談し経営計画をよく検討することが大切です。

アパート・マンション建設で節税対策

土 地 1億円

アパート 1億円

資産合計 2億円

借入金 1億円

負債合計 1億円

アパート建設前 アパート建設後

土 地 1億円

資産合計 1億円

財産合計 1億円

７，３００万円の評価減

相続税評価額（概算）

①アパートの敷地評価： 更地価格から１５％程度下がります。

②アパートの建物評価： 建設費の約４０%程度となります。

財産評価額が下がります

アパート建設前 アパート建設後

土 地 1億円

資産合計 1億円

土 地 8,500万円

アパート 4,200万円

資産合計 1億2,700万円

借入金 1億円

負債合計 1億円

財産合計 2,700万円

現金（預金）で建設した場合は、現金（預金）という資産が減り

ます。建設した建物（アパート）の評価が建設費の４０％くらい

になりますので、財産評価が下がります。

現金（預金）で建設する場合も節税になります


